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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】超音波映像の最適化や超音波映像の測定過程で
設定されたパラメータ値の格納及び回復機能を備える超
音波システムとその動作方法を提供する。
【解決手段】パラメータ値設定要請、設定されたパラメ
ータ値の履歴情報ディスプレイ要請及びパラメータ値回
復要請の入力を受けるユーザ入力部と、パラメータ値設
定要請に応じて設定されたパラメータ値に基づいて対象
体の超音波映像を形成する超音波診断部と、設定された
パラメータ値を設定順に格納し、格納されたパラメータ
値に関連したパラメータを含む履歴情報を格納する格納
部と、超音波映像と前記履歴情報ディスプレイ要請に応
じて前記格納部に格納された履歴情報をディスプレイす
るディスプレイ部と、パラメータ値回復要請に応じてデ
ィスプレイされた履歴情報でいずれか一つのパラメータ
が選択されれば、選択されたパラメータ値が設定された
時点にパラメータ値を回復する制御部とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パラメータ値設定要請、設定されたパラメータ値の履歴情報ディスプレイ要請及びパラ
メータ値回復要請の入力を受けるように動作するユーザ入力部と、
　前記パラメータ値設定要請に応じて設定されたパラメータ値に基づいて対象体の超音波
映像を形成するように動作する超音波診断部と、
　前記設定されたパラメータ値を設定順に格納し、前記格納されたパラメータ値に関連し
たパラメータを含む履歴情報を格納する格納部と、
　前記超音波映像をディスプレイし、前記履歴情報ディスプレイ要請に応じて前記格納部
に格納された履歴情報をディスプレイするディスプレイ部と、
　前記パラメータ値回復要請に応じてディスプレイされた履歴情報でいずれか一つのパラ
メータが選択されれば、前記選択されたパラメータ値が設定された時点にパラメータ値を
回復するように動作する制御部と
　を備えることを特徴とする超音波システム。
【請求項２】
　前記制御部は、前記選択されたパラメータ値に関連したパラメータ以外のパラメータを
、選択されたパラメータ値の設定前の最も近来に設定されたパラメータ値に回復するよう
に動作することを特徴とする請求項１に記載の超音波システム。
【請求項３】
　前記格納部に格納されたパラメータ値に基づいて、前記パラメータ値と関連したパラメ
ータを含む前記履歴情報を形成する履歴情報形成部をさらに備え、
　前記制御部は、前記履歴情報に含まれたパラメータがパラメータ値の設定順序でディス
プレイ部にディスプレイされるように動作することを特徴とする請求項２に記載の超音波
システム。
【請求項４】
　前記パラメータは、前記超音波映像を最適化するための映像パラメータと前記超音波映
像上で対象体の大きさを測定するための測定パラメータを含むことを特徴とする請求項１
～３のうちいずれか一項に記載の超音波システム。
【請求項５】
　超音波システムで回復機能を行う方法において、
　ａ）パラメータ値設定要請入力を受ける段階と、
　ｂ）前記パラメータ値設定要請に応じて設定されたパラメータ値に基づいて対象体の超
音波映像を形成する段階と、
　ｃ）前記設定されたパラメータ値を設定順序で格納する段階と、
　ｄ）前記格納されたパラメータ値に関連したパラメータを含む履歴情報を形成して格納
する段階と、
　ｅ）前記履歴情報ディスプレイ要請に応じて前記格納された履歴情報をディスプレイす
る段階と、
　ｆ）パラメータ値回復要請の入力を受ける段階と、
　ｇ）前記パラメータ値の回復要請に応じてディスプレイされた履歴情報でいずれか一つ
のパラメータが選択され、前記選択されたパラメータ値が設定された時点にパラメータ値
を回復する段階と
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項６】
　前記ｇ）段階は、
　前記選択されたパラメータの値に関連したパラメータ以外のパラメータを、選択された
パラメータ値の設定前の最も近来に設定されたパラメータ値に回復する段階
　をさらに備えることを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記格納されたパラメータ値に基づいて、前記パラメータ値と関連したパラメータを含
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む前記履歴情報を形成する段階をさらに備え、前記履歴情報に含まれたパラメータがパラ
メータ値の設定順序でディスプレイされることを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記パラメータは、前記超音波映像を最適化するための映像パラメータと前記超音波映
像上で対象体の大きさを測定するための測定パラメータを含むことを特徴とする請求項５
～７のうちいずれか一項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は超音波システムに関し、特に、超音波映像の最適化や超音波映像の距離、面積
などの測定過程で設定されたパラメータ値の格納及びそれを用いた回復機能を備える超音
波システム及びその動作方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、超音波システムは、被検体の体表から体内の所望部位に向かって超音波信号を
照射し、反射された超音波信号（超音波エコー信号）の情報を用いて軟部組織の断層や血
流に関する映像を無侵襲で得る装置である。この装置はＸ線診断装置、Ｘ線ＣＴスキャナ
（Ｃｏｍｐｕｔｅｒｉｚｅｄ　Ｔｏｍｏｇｒａｐｈｙ　Ｓｃａｎｎｅｒ）、ＭＲＩ（Ｍａ
ｇｎｅｔｉｃ　Ｒｅｓｏｎａｎｃｅ　Ｉｍａｇｅ）、核医学診断装置などの他の画像診断
装置と比較すると、小型で低廉であり、リアルタイムで表示することができ、Ｘ線などの
被爆がなくて安全性が高い長所を有しており、心臓、腹部、泌尿器及び産婦人科の診断の
ために広く用いられている。
【０００３】
　超音波システムで最適化された超音波映像を得るために各モード（ｍｏｄｅ）別の映像
パラメータ、例えば、利得（ｇａｉｎ）、深さ（ｄｅｐｔｈ）、焦点（ｆｏｃｕｓ）、ズ
ーム（ｚｏｏｍ）及びスケール（ｓｃａｌｅ）などを調節するようになる。従来の超音波
システムでは映像最適化のための映像パラメータ値の中で最終設定された値のみを格納で
きるようになっており、特定時点に設定したパラメータ値に復帰できない。従って、映像
パラメータ値を誤って設定した場合、ユーザが予め定められたパラメータ値を記憶しなけ
ればならない煩わしさがある。また、複数の映像パラメータ値を設定した場合、予め設定
されたパラメータ値をユーザが記憶することは実質的に難しい。
【０００４】
　また、超音波システムは獲得した超音波映像で対象体の特定部位の距離（ｄｉｓｔａｎ
ｃｅ）や面積（ｔｒａｃｅ，　ｅｌｌｉｐｓｅ）などを測定することができる測定（ｍｅ
ａｓｕｒｅｍｅｎｔ）機能を提供する。従来の超音波システムでは、現在まで測定のため
に用いた測定パラメータ値が格納されず、特定測定時点の測定パラメータ値に設定できな
い問題がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－０２６２５６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、設定されたパラメータ値の格納及びこれを用いた回復機能を備える超音波シ
ステム及びその動作方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記の課題を解決するために、本発明による超音波システムは、パラメータ値設定要請
、設定されたパラメータ値の履歴情報ディスプレイ要請及びパラメータ値回復要請の入力
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を受けるように動作するユーザ入力部と、前記パラメータ値設定要請に応じて設定された
パラメータ値に基づいて対象体の超音波映像を形成するように動作する超音波診断部と、
前記設定されたパラメータ値を設定順に格納し、前記格納されたパラメータ値に関連した
パラメータを含む履歴情報を格納する格納部と、前記超音波映像をディスプレイし、前記
履歴情報ディスプレイ要請に応じて前記格納部に格納された履歴情報をディスプレイする
ディスプレイ部と、前記パラメータ値回復要請に応じてディスプレイされた履歴情報でい
ずれか一つのパラメータが選択されれば、前記選択されたパラメータ値が設定された時点
にパラメータ値を回復するように動作する制御部とを備える。
【０００８】
　本発明による超音波システムで回復機能を行う方法は、ａ）パラメータ値設定要請入力
を受ける段階と、ｂ）前記パラメータ値設定要請に応じて設定されたパラメータ値に基づ
いて対象体の超音波映像を形成する段階と、ｃ）前記設定されたパラメータ値を設定順序
で格納する段階と、ｄ）前記格納されたパラメータ値に関連したパラメータを含む履歴情
報を形成して格納する段階と、ｅ）前記履歴情報ディスプレイ要請に応じて前記格納され
た履歴情報をディスプレイする段階と、ｆ）パラメータ値回復要請の入力を受ける段階と
、ｇ）前記パラメータ値の回復要請に応じてディスプレイされた履歴情報でいずれか一つ
のパラメータが選択され、前記選択されたパラメータ値が設定された時点にパラメータ値
を回復する段階とを備える。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の超音波システムは、予め設定されたパラメータ値への回復（ｒｅｃｏｖｅｒ）
機能を用いてユーザが所望の最終映像のパラメータ値を得るまでの過程で発生し得る試行
錯誤を減少させることができ、超音波システムから得られた超音波映像で対象体の測定過
程で特定時点へ戻り、誤った測定パラメータ値の設定によって初めから再び測定パラメー
タを設定する煩わしさを減らせる。また、変更されたパラメータ値のリストを提供してユ
ーザが超音波映像のパラメータ値変更及び測定ヒストリーを明示的に確認することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施例による超音波システムを示すブロック図である。
【図２】本発明の実施例によるパラメータの履歴情報をディスプレイした例を示す例示図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、添付した図面を参照して本発明の実施例を説明する。
【００１２】
　図１は、本発明の実施例による超音波システムを示すブロック図である。図１を参照す
れば、超音波システム１００はユーザ要請の入力を受けるように動作するユーザ入力部１
１０を備える。ここで、ユーザ要請はパラメータ値設定要請、設定されたパラメータ値の
履歴情報ディスプレイ要請及びパラメータ値回復要請を含む。本実施例でユーザ入力部１
１０はタッチスクリーン（ｔｏｕｃｈ　ｓｃｒｅｅｎ）、トラックボール（ｔｒａｃｋ　
ｂａｌｌ）、キーボード（ｋｅｙｂｏａｒｄ）及び各種ボタン（ｂｕｔｔｏｎ）などを備
える。本発明の実施例でパラメータは、超音波映像を最適化するための映像パラメータと
超音波映像上で対象体の大きさを測定するための測定パラメータを備えることができる。
【００１３】
　超音波システム１００は、超音波信号を対象体（図示せず）に送信し、対象体から反射
される超音波エコー信号を受信して対象体の超音波映像を形成する超音波診断部１２０を
さらに備える。本実施例で超音波診断部１２０は、超音波信号を送受信するように動作す
るプローブ（図示せず）、超音波信号の送信集束及び受信集束を行うように動作するビー
ムフォーマ（ｂｅａｍ　ｆｏｒｍｅｒ）（図示せず）及び受信集束された信号に基づいて
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対象体の超音波映像を形成するように動作する映像処理部（図示せず）を備える。
【００１４】
　本発明による超音波システム１００は、超音波診断部１２０で形成された超音波映像の
最適化のためにユーザ入力部１１０を通じて映像パラメータ値設定要請が入力されれば、
映像パラメータ値設定要請に該当する映像パラメータ値を格納する格納部１３０をさらに
備える。また、本発明の実施例による格納部１３０は超音波映像で対象体または対象体の
特定部位の距離、面積など各種要素の測定を行う過程で入力された測定パラメータ値を順
次累積して格納する。本発明の実施例による格納部１３０は、ユーザ入力部１１０を通じ
て入力されたパラメータ値設定要請に対応するパラメータ値を順次記録するデータ履歴記
録装置（ｄａｔａ　ｌｏｇｇｅｒ）（図示せず）を備えることができる。
【００１５】
　本発明による超音波システム１００は、履歴情報形成部１４０をさらに備える。履歴情
報形成部１４０は、格納部１３０に格納されたパラメータ値を検索して履歴情報を形成す
る。本発明の実施例で履歴情報は格納部１３０に格納された値に対応するパラメータを含
むことができる。履歴情報に含まれたパラメータは、図２に示された通りパラメータ値が
設定された順序で示すことができる。このように形成された履歴情報は、格納部１３０に
格納できる。
【００１６】
　本発明による超音波システム１００は、超音波映像をディスプレイするディスプレイ部
１５０をさらに備える。また、ディスプレイ部１５０は履歴情報をディスプレイすること
ができる。本実施例でディスプレイ部１５０はＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　
Ｄｉｓｐｌａｙ）、ＣＲＴ（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）ディスプレイ、プラズ
マ（Ｐｌａｓｍａ）ディスプレイ及びＥＬ（Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ
）ディスプレイのうちいずれか一つを備えることができる。
【００１７】
　本発明の実施例による超音波システム１００は、ユーザ入力部１１０を通じて入力され
たパラメータ値設定要請に応じて超音波映像を形成して測定機能を行うように超音波診断
部１２０を制御する制御部１６０をさらに備える。本発明の実施例による制御部１６０は
、履歴情報形成部１４０が格納部１３０に格納されたパラメータ値に基づいて履歴情報を
形成するように制御する。
【００１８】
　本発明の実施例によって履歴情報ディスプレイ要請がユーザ入力部１１０を通じて入力
されれば、制御部１６０は格納部１３０で履歴情報を検索して履歴情報がディスプレイ部
１５０にディスプレイされるように制御する。この時、制御部１６０はディスプレイ部１
５０にディスプレイされた履歴情報に含まれたパラメータのうち一つを選択するパラメー
タ値回復要請がユーザ入力部１１０を通じて入力されれば、ユーザが選択したパラメータ
値の設定時点にパラメータ値を回復する。制御部１６０は、超音波診断部１２０が回復さ
れたパラメータ値で超音波映像を形成するように制御する。本発明の実施例によって選択
されたパラメータ値に関連したパラメータ以外のパラメータは、選択されたパラメータ値
の設定前の最も近来に設定されたパラメータ値に回復することができる。
【００１９】
　本発明の属する技術分野の当業者は、本発明がその技術的思想や必須の特徴を設定せず
、異なる具体的な形態で実施できるということを理解することができる。従って、以上で
記述した実施例は全ての面で例示的なものであり、限定的ではないものと理解しなければ
ならない。本発明の範囲は前記詳細な説明よりは後述する特許請求の範囲によって示され
、特許請求の範囲の意味及び範囲、そしてその等価概念から導き出される全ての設定また
は変形された形態が本発明の範囲に含まれるものと解釈されなければならない。
【符号の説明】
【００２０】
　１１０：ユーザ入力部
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　１２０：超音波診断部
　１３０：格納部
　１４０：履歴情報形成部
　１５０：ディスプレイ部
　１６０：制御部

【図１】

【図２】
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